
NPO 法人横浜日独協会 第 40回理事会議事録 

（オンライン会議） 

 

１．日   時  ２０２０ 年１０月１７日（土）１３：００～１４：３０ 

２．会   場  オンライン会場（あーすぷらざ事務室内） 

３．理事総数  ２３名 

４．出 席 者 （オンライン出席者） 

早瀬会長 能登副会長 向井副会長 南雲常務理事 山口常務理事  

大瀬常務理事 坂井理事 成川理事 中尾理事 寺澤理事 大堀理事 

小貫理事 地野理事 齊藤常務理事 

委任：（議長）小島理事 神永理事 磯貝理事 佐藤理事 藤田理事 

大治理事       以上２０名 

（欠席理事）ゼーリヒ理事 ユーデック理事 北井理事  

※運営委員：西条委員 

 

５．議事の経過の概要および議決の結果 

定款第３３条および第３７条にもとづき早瀬会長は、新型コロナウィルス感染防止対 

策のため、本理事会はオンライン会議とする旨、議案書を添え１０月１３日全役員にメ 

ールで通知した。 

定款第 34条の規定により、早瀬会長が議長にあたる。 

本理事会の議事録署名は早瀬会長、能登副会長および向井副会長とした。 

 

６．議  題 

 

第１号議案 報告事項について 

① 会員実績：会員総数２０９名／社（個人１５１名 ヤングクラブ学生３６名 ヤン 

グクラブ青年８名 法人１４社） 

② 資金状況： 10 月 16 日現在 現金預金合計 1,301,916 円（内訳：ゆうちょ振替口

座 732,980円 ゆうちょ総合口座 48,858円 横浜銀行横浜駅前 520,078円） 

※前年度に比べ現金預金高が多い。収入面では会費値上げ、大口の賛助会員の加入 

ならびに当初の目標額を超えた寄附金が挙げられる。毎月行われていたイベント 

会費収入がない代わりに、講師謝礼や会場費等の支出がないことがプラスし 

ている。 

③ 会報／ＨＰ: 会報の発送は来年 1月号（第 57号）から記念誌同様ひびき工房に委託

する。 

④ 実績（予定）報告 

・日独協会夏祭り（於：9/22 ドイツ大使館大使公邸）は、各協会 1 名限りと制限され、当 

協会からは井出航平ヤングクラブ会員が出席した。 



・※10周年記念誌は、10月 15日すべての発送作業をひびき工房は終えた。当初の 

発送及び配布の概算は 956部だった。現在最終的な発送数及び請求金額をまとめ 

ている。（齊藤事務局長） 

 ※本日現在の記念誌の残数は 50、60部程度とわずかとなっている。今後の追加配 

布等を考慮し増刷の提案があった。増刷の場合は割高で、概算 100部 3.2万円、

300 部 3.9 万円程度。必要部数及びコストを考慮して 300 部増刷する。（山口編

集長） 

・毎年恒例の市営地下鉄センター北駅前広場で行われている「都筑区クリスマス 

 マーケットはリアルタイムでの開催は中止となった。代わりにオンラインイベ 

ントとなり、開催関係者がオンラインで紹介される。当協会のホームページが 

リンクされる。都筑区地域振興課が担当する。（齊藤事務局長） 

・公益活動緊急支援事業に係わる助成金を当協会は受けているが、オンライン環境 

整備を進めている当協会への技術的なサポートが実現する。横浜市民活動推進セ 

ンターの斡旋で、都筑区内のＮＰＯ法人Ｉloveつづきによるサポート。（齊藤事 

務局長） 

・10月 20日（火）独日産業協会ＤＪＷ主催オンラインセミナーについては、去る 

10月 13日付で当協会役員等宛に案内メールを転送済みとのこと。コロナ禍、Ｄ 

ＪＷとしてもオンラインセミナー初開催とのこと。今後当協会としてもいろいろ 

なイベントの開催方法を模索する意味からもノウハウは参考になる。（成川理事） 

・百人一首を読む会のオンライン開催のトライアルを 10月 7日に終えた。（寺澤 

 理事） 

 

 以上、報告事項について全理事一致して承認された。 

 

第２号議案 例会・行事予定について 

10月理事会（第 40回）：10月 17日（土）13：00～14：30 

 

※設立 10周年記念行事で予定されていた記念講演での講演者 Gerhard Wiesheu 独日産業 

協会理事長からは、講演要旨としてまとまられ 10周年記念誌すべてに同封されて配布 

される。 

10月 12日（月）は、ドイツ連邦共和国大使館にレーペル大使を訪問し、会長等 8名が

記 

念誌を贈呈した。 

10月 16日（金）は、横浜市国際局赤岡局長を訪問し、会長等 6名が記念誌を贈呈した。 

 

※ 11月イベント（講演会）について 

11月 22日（日）15：00～17：00 

会場；戸塚区民文化センター3階多目的室（大） 

講演；黒川剛元オーストリア大使『100年後からみるワイマール文化』 

会費；1,000円 



 当講演会について、ホームページ等で開催情報を得て、ぜひ黒川氏の話を聞きたい 

 という一般市民、会員等約３０～４０名が出席を予定している。 

一方、コロナ禍下、主催者は講演者に対しても来場者に対しても感染者を絶対に出 

してはならない。主催者責任としては会場入室前に、参加者の入場制限や、「マスク 

着用」「検温」「手指消毒」、会場内でのソーシャルディスタンス確保、大声での会話 

禁止、会場の換気等々が不可欠となっている。 

今理事会では、現状のコロナ感染状況からリアルタイムの開催は時期尚早と判断す 

る。 

代わりにオンラインで講演を配信する。理事会後速やかに関係者への周知と、技術 

的なサポートの調整などを行なうこととする。（早瀬会長） 

（注）理事会終了後、黒川元大使から、オンラインではなくたとえ時期は遅れても、 

コロナ収束後に対面方式で講演したい旨のご希望が表明され、ご講演は無期延期と 

なった。 

 

11月理事会（第 41回）：11月 22日（日）13：00～14：30 オンライン開催とする。 

 

  12月クリスマス会 

 12月 12日（土）開催予定。検温や手指消毒などコロナ感染防止策をとり実施する。 

 会費 7,000円は事前振込とし、当日の現金の受け渡しは行わない。作文コンテスト 

優秀者のうち一人は参加希望（両親の参加はない）あり。ヤングクラブメンバーに 

は井出会員から呼びかけの準備をしている。今日現在のおおよその参加者 30～40

人ほど。（向井副会長） 

  

  1月イベント（講演会）：１月１６日（土）又は１７日（日） 

会場：戸塚区民文化センター 

    講演：野澤 勉会員 『チーズの楽しみ方～試食とともに～』 

    会費：1,000円 

  ……コロナ感染状況によって変更あり得る…… 

 

以上、イベントの予定について全理事一致して承認された。 

 

第 3号議案 ヤングクラブ委員長引継ぎについて 

  去る 10月 7日、あーすぷらざにて小島理事（前ＹＣ委員長）から向井新委員長へ 

の引継ぎを行った。小島前委員長より、コアメンバーが不在であること、活動可能 

なメンバーは減っているとの報告を受けた。本日の引継ぎ以降速やかに、登録され 

ているメルアドをもとにＹＣメンバー全員にあらためて、氏名、住所、活動状況を 

確認するためＹＣの井出会員よりメールを送信し、今後の活動に反映させる。現時 

点で明らかにメンバーから外れている可能性があるのは 10名程度で、本日の会員実 

績数から除かれている。 

過日法人会員候補先である横浜市大のグローバル推進室森谷担当課長との面談が 

横浜市国際局のアレンジで市のオフィスで行われた。国際局からは栗林係長が同席。 



同大学は 2年前学部の改変があり現在は国際教養学部と国際商学部が新設され、学 

生に対しグローバルな活動を様々に推進しているとの由。ドイツへの留学では FFM 

に学生を送っており、またドイツ語留学としてはウイーン大学に派遣している。今 

後同大学との交流がすすみヤングクラブの活性化に結び付くことが期待される。（向 

井ヤングクラブ委員長） 

以上、ヤングクラブ委員長引継ぎについて全理事一致して承認された。 

 

第 4号議案 中小企業支援セミナーについて 

  中小企業支援セミナーについては、ＩＤＥＣと協議中であるが、可能であればリ 

アルタイム（対面式）で開催したい。講演者および講演内容等については、数名に 

絞って交渉中である。現時点では年内の開催は難しいとみている。（大瀬委員長） 

 

以上、中小企業支援セミナーについて全理事一致して承認された。 

 

第 5号議案 認定ＮＰＯ法人横浜日独協会中長期計画の策定について 

  当協会の認定ＮＰＯ法人化に際して、所轄庁（横浜市）から示された法人運営に 

係わる監事のためのチェックリストを受け取った。これは全役員にとっての法人ガ 

イドラインでもある。認定法人となった当協会は従来にもまして公益性が重視され 

将来を考える必要性がある。新しい考え方を出せるメンバーによる中長期計画策定 

委員会を年明けにはスタートさせたい。策定委員の構成は会長に一任願いたい。 

（早瀬会長） 

 

以上、認定ＮＰＯ法人横浜日独協会中長期計画の策定について全理事一致して承認された。 

 

第 6号議案 例会のネーミングについて 

  当協会の認定ＮＰＯ法人化に際して、所轄庁（横浜市）から改善が求められ、認 

定化後も注視していくとされているのが、一般的に組織の構成員（会員等）に限定 

された開催される「例会」という名称と、公益性を重視した今後の各種イベントの 

広報の在り方であると、事務局より説明があった。 

 毎月行う市民一般を対象にした公益性を重視した講演会や演奏会あるいは交流会 

等に多くの方々が親しんで参加しやすくなるよう、例会に代わるネーミングを公募 

することとし、新たな名称が決まるまでは「イベント」に置き換える。 

（齊藤事務局長） 

 

以上、例会のネーミングについて全理事一致して承認された。 

 

 

以上により本日の議事を終了して、議長は閉会を宣した。  



 

以上、オンライン会議による理事会の議事録が正確であることを証します。  

 

    ２０２０年１０月２４日  

 

議 長 早 瀬  勇 

 

議事録署名人 能 登  崇 

 

議事録署名人 向 井  稔 

以上 


